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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第１四半期連結
累計期間

第49期
第１四半期連結

累計期間
第48期

会計期間
自　平成26年２月１日
至　平成26年４月30日

自　平成27年２月１日
至　平成27年４月30日

自　平成26年２月１日
至　平成27年１月31日

売上高 （千円） 785,592 687,513 2,800,111

経常利益又は経常損失（△） （千円） 18,600 △78,769 △18,863

四半期純利益又は四半期純損失

(△)
（千円） 15,733 △79,688 △66,893

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 14,398 △76,273 △72,052

純資産額 （千円） 1,428,332 1,250,373 1,341,629

総資産額 （千円） 2,002,435 1,857,587 1,989,948

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期純損失金額(△)
（円） 4.20 △21.28 △17.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － - -

自己資本比率 （％） 71.3 67.3 67.4

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 ３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについても重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

   　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結累計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げの影響を受け個人消費が弱含みに推移した

ものの、政府による経済政策の効果や原油安等を背景に企業収益は回復基調となりました。一方、為替相場や輸入

原材料価格の変動、海外経済の影響等により、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

　当業界におきましても、増税後の消費マインドが低調のまま推移しており、引き続き厳しい状況が続いておりま

す。

　当社におきましては、そのような状況のなか営業部門の増強や高付加価値商品の重点拡販・価格政策見直し等に

より収益増と収益性の改善を推進してまいりました。

　その結果、売上高は687百万円(前年同期の実質売上高は695百万円、前年同期比1.1%減)とほぼ横ばいで推移しま

したが、利益面については、貸倒引当金繰入額65百万円の計上等の影響により、営業損失79百万円(前年同期は営

業利益19百万円)、経常損失78百万円(前年同期は経常利益18百万円)、四半期純損失79百万円(前年同期は四半期純

利益15百万円)となりました。

 

（2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計期間年度末と比べ132百万円減の1,857百万円となりまし

た。主な変動は、受取手形及び売掛金の減少88百万円等によるものです。

　当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計期間年度末と比べ41百万円減の607百万円となりました。主

な変動は、支払手形及び買掛金の減少57百万円等によるものです。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計期間年度末と比べ91百万円減の1,250百万円となりまし

た。主な変動は、利益剰余金の減少94百万円等によるものです。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,000,000

計 13,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年６月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,960,000 3,960,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単

元株式数は

1,000株であり

ます。

計 3,960,000 3,960,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高　　
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成27年２月１日～

平成27年４月30日
－ 3,960 － 602,150 － 509,290

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成27年１月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式214,000 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式3,735,000 3,735 同上

単元未満株式 普通株式11,000 － 同上

発行済株式総数 3,960,000 － －

総株主の議決権 － 3,735 －

 

 

②【自己株式等】

平成27年１月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社光彩工芸
山梨県甲斐市

竜地3049番地
214,000 － 214,000 5.42

計 － 214,000 － 214,000 5.42

 

 

２【役員の状況】

　 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年２月１日から平

成27年４月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年２月１日から平成27年４月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年１月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 441,598 398,403

受取手形及び売掛金 410,280 321,342

たな卸資産 716,237 707,196

その他 17,836 33,885

貸倒引当金 - △14,060

流動資産合計 1,585,952 1,446,766

固定資産   

有形固定資産合計 278,028 276,346

無形固定資産合計 2,256 2,164

投資その他の資産合計 123,710 132,310

固定資産合計 403,996 410,821

資産合計 1,989,948 1,857,587

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 154,784 97,465

短期借入金 320,000 320,000

1年内返済予定の長期借入金 28,363 28,036

その他 77,918 103,294

流動負債合計 581,066 548,795

固定負債   

長期借入金 13,522 5,316

役員退職慰労引当金 25,041 25,566

退職給付に係る負債 23,070 19,900

その他 5,620 7,635

固定負債合計 67,253 58,418

負債合計 648,319 607,214
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年１月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年４月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 602,150 602,150

資本剰余金 509,290 509,290

利益剰余金 256,467 161,797

自己株式 △30,431 △30,431

株主資本合計 1,337,475 1,242,805

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,241 7,804

為替換算調整勘定 △1,088 △236

その他の包括利益累計額合計 4,153 7,567

純資産合計 1,341,629 1,250,373

負債純資産合計 1,989,948 1,857,587
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年２月１日
　至　平成26年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年４月30日)

売上高 785,592 687,513

売上原価 673,462 609,736

売上総利益 112,129 77,777

販売費及び一般管理費 92,990 157,130

営業利益又は営業損失（△） 19,139 △79,353

営業外収益   

為替差益 － 707

受取地代家賃 294 407

その他 231 109

営業外収益合計 525 1,224

営業外費用   

支払利息 786 640

為替差損 6 －

その他 270 －

営業外費用合計 1,063 640

経常利益又は経常損失（△） 18,600 △78,769

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
18,600 △78,769

法人税等 2,867 919

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
15,733 △79,688

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,733 △79,688
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年２月１日
　至　平成26年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年４月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
15,733 △79,688

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,336 2,562

為替換算調整勘定 1 852

その他の包括利益合計 △1,335 3,414

四半期包括利益 14,398 △76,273

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 14,398 △76,273

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年２月１日
至 平成26年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年２月１日
至 平成27年４月30日）

減価償却費 6,744千円 4,616千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年２月１日　至　平成26年４月30日）

配当に関する事項

 　　配当金支払額

 
 決議

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月24日

定時株主総会
普通株式 13,113 3.5 平成26年１月31日 平成26年４月25日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年２月１日　至　平成27年４月30日）

配当に関する事項

 　　配当金支払額

 
 決議

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月28日

定時株主総会
普通株式 14,981 4.0 平成27年１月31日 平成27年４月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年２月１日 至平成26年４月30日）

　当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであるため、その他のセグメント情報の記載を省略しており

ます。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年２月１日 至平成27年４月30日）

　当社は、「ジュエリー事業」の単一セグメントであるため、その他のセグメント情報の記載を省略しており

ます。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年２月１日
至　平成26年４月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年２月１日
至　平成27年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額(△)
4円20銭 △21円28銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)

（千円）
15,733 △79,688

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額(△)（千円）
15,733 △79,688

普通株式の期中平均株式数（株） 3,746,697 3,745,350

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年６月９日

株式会社光彩工芸

取締役会　御中

 

優成監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　健文　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　　啓　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社光彩工

芸の平成27年２月１日から平成28年１月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年２月１日から平成

27年４月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年２月１日から平成27年４月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社光彩工芸及び連結子会社の平成27年４月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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